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研究成果の概要（和文）：独居高齢者に関しては、自立した生活を強く意識していこうとする側面だけではなく、さま
ざまな交渉を通じて紆余曲折を経ながら何とか現状に折り合いをつけていこうとする側面が注目されなくてはならない
。独居高齢者はお互いの弱点も受け入れ合い、何でも気兼ねなく言い合えるような周囲との関係性を求めている。そう
した高齢者が精神的に満足した生活を送るためには、自立能力を強調するだけではなく、人間の喪失、病気等による脆
弱性を受け入れ合うような周囲のあり方が検討されるべきだと考える。

研究成果の概要（英文）：Elderly people living alone find themselves forced to try to accept their 
situations, which often includes the stress of having to cope with the loss of a loved one. It is 
important that they are able to find ways of deepening and improving both their self-relationships and 
relationships with others.
The elderly seek interdependent human relations, which provide comfort and support for people in weak 
positions. This study considers the importance respect has in enhancing life satisfaction in the elderly, 
examining how it relates not only to the ethical principle of autonomy, but also to the principle of 
vulnerability.

研究分野： 哲学・倫理学　生命倫理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
総務省の「平成 22 年国勢調査」によると、

総人口に占める 65 歳以上人口の割合（高齢
化率）は 23%で、そのうちの 16.4%が一人暮
らしとなっている。内閣府の「平成 17 年度
世帯類型に応じた高齢者の生活実態等に関
する意識調査」によれば、一人暮らし世帯の
7.2%が「心配ごとの相談相手がいない」、
11.2%が「近所づきあいはない」となってい
る。このように、独居高齢者問題は、今後一
層深刻なものになると考えられる。 
内閣府の「平成 23 年度高齢者の経済生活

に関する意識調査結果」によると、60 歳以上
の高齢者の会話の頻度に関して、「毎日」が、
単身世帯を除けば 9 割以上であるが、単身世
帯では 75.8%にとどまり、「2 日〜3 日に 1 回」
とする人も 14.8%いる。頼れる人の存在の有
無に関しては、「同居の家族・親族」が 77.2%
と最も高く、単身世帯では「別居の家族・親
族」が 66.0%に達し、「近所のひと」、「友人」、
「その他」、「いない」とする割合も他の家族
形態に比べて高くなっている。生きがいを感
じることに関しては、配偶者がある人が
84.5%で高く、単身世帯では 73.0%で低い。
このように、単身世帯は他の家族形態に比べ、
相対的に会話の頻度が少なく、頼れる人を別
居の家族・親族や他の人たちに見出す傾向が
強く、生きがいを感じることも少ないことが
わかる。 
北海道の2010年の65歳以上の人口の割合

（高齢化率）は、総務省「平成 22 年国勢調
査」によると 24.7%、札幌市が 20.5%、留萌
市が 28.2%である。全国平均の 23%に対して、
札幌市は高齢化率が低いが、留萌市は大幅に
上回っている。留萌市は約 3 割が 65 歳以上
の高齢者となっている。札幌市では、2012
年 1月病死した姉と障がいを抱えた妹の孤立
死という痛ましい事件も報じられている。札
幌市保健福祉局の調査によれば、2012 年 4
月から 6 月の 3 か月で 43 人の生活保護者が
孤立死している。ここには都市部での社会的
弱者の孤立化という問題が浮かび上がって
くる。留萌市は北海道西北部に位置する留萌
地域の中心都市である。その基幹産業は水産
加工であり、市の中心部は商店街、南部には
官公庁、学校、住宅地が広がっている。東西
を走る留萌川を中心に両翼には平原、丘陵が
続く。留萌市 NPO 法人るもいコホートピア
による保健福祉アンケート（平成 20 年度）
によれば、65 歳以上の高齢者の 11.9%が一人
暮らしになっている。このアンケートの自由
回答法の質問事項に対しては、「独居老人の
寂しさ、不安、精神面のケア等、住民同士が
助け合って暮らせるよう見本となることを
導入してほしい」との訴えがある。ここにも
高齢者の孤立化問題が認められる。 
このような独居高齢者の日々の生活の精

神面、及び社会面における経験をさらに掘り
下げて調査する必要があると考える。 

２． 研究の目的 
 

近年増加しつつある高齢者の孤独死を背景
に、孤立化問題に関し、実証的及び文献学的
な研究方法の融合により、これまで見過ごさ
れてきた独居高齢者の外面及び内面に関わる
掘り下げられた問題点を明らかにする。それ
には、高齢者の孤立化問題に関して実態を踏
まえたうえで、倫理的・法的・社会的考察を
具体的にする必要性がある。倫理的には人間
関係という側面から、法的には制度、社会的
には周囲のサポートという側面から問題点が
あることが指摘できる。 
本研究は、北海道札幌市（都市部）及び留

萌市（農村地域）在住の独居高齢者に関する
実態調査をすることにより、高齢者の精神
的・社会的孤立状態を明らかにし、調査結果
に国内外の文献学的研究を投入することで、
高齢者の孤立化問題に関する深化した考察
をすることを目指す。 
 
３． 研究の方法 

 
(1) インタビュー調査 
研究デザインは質的記述的研究である。研

究参加者は、札幌市及び留萌市在住の 65 歳
以上の独居高齢者男女各 6 名計 12 名を対象
とする。北海道勤医協家庭医療センター月寒
ファミリークリニックに通う患者、NPO 法
人るもいコホートピア「るもい健康の駅」の
利用者各 6 名ずつ計 12 名である。 
北海道勤医協家庭医療センター（寺田豊セ

ンター長）月寒ファミリークリニック、及び
NPO 法人るもいコホートピア（小海康夫理事
長）「るもい健康の駅」から紹介していただ
いた独居高齢者に、調査参加協力依頼書を郵
送し、協力の意思を確認した。個別訪問もし
くは調査対象者の希望する場所（居宅や公共
スペースなど）に、研究者 2 名が紹介看護師、
介護支援専門員、もしくは病院職員とともに
訪れ、調査の目的の説明をしたうえで、研究
調査への参加同意書を得た。同意が得られた
方に対してのみ、一人暮らしの生活における
精神的状況についてのインタビューガイドを
用いた半構成的面接調査を実施した。面接内
容は研究参加者の了承を得て録音した。面接
時間は平均 62 分（38 分〜83 分）であった。 
インタビューは、独居年数、一人暮らしに

なった経緯、日課、一人暮らしの中で感じて
いること、周囲との関係、地域についての思
い、日々の暮らしで支えになっていること、
辛いときに必要なサポート、周囲や社会への
訴え、今後の思いなどについて語っていただ
いた。また相互的な話の流れで、自由に語っ
ていただいた。 
面接で得られた録音テープから逐語録を作

成し、まず、逐語録を繰り返し読み返し、語
られている内容をコード化した。次に共通内
容をもつコードをまとめたものを集約しサブ
カテゴリーを形成した。そして、サブカテゴ



リーの中から研究参加者の体験や思いを代表
する主要な概念を抽象し、カテゴリーとして
分類した。 
分析結果に発言や意図が正しく表されてい

るか、共同研究者間で合意が得られるまで検
討し、一貫性、確証性の確保に努めた。また
同席した看護師、介護支援専門員に、今回の
調査研究結果が他の独居高齢者にも当てはま
るかを確認し、適用性の確保に努めた。 
(2) 学会、セミナー等での発表 
 平成 25 年度は、高齢者孤立化問題に関する
倫理学、法学、社会学に関する文献を収集し、
それぞれの研究者が専門の視点に立って文献
研究を開始した。8 月に粟屋司会のもと、船
木、旗手、山本が北海道生命倫理研究会夏季
セミナーにおいて文献学的研究の中間成果を
発表した。平成 26 年 2 月に、粟屋司会のもと、
船木、旗手、山本が北海道生命倫理研究会冬
季セミナーにおいて文献学的研究の最終成果
を発表した。文献学的研究の成果は、北海道
生命倫理研究会発行の『北海道生命倫理研究』
Vol.2(2014.3.)において論文として収められ
ている。 
 平成 26 年度は、12 名の研究参加者へのイ
ンタビュー調査を滞りなく終えることができ
た。調査結果を踏まえ、それぞれの研究者が
専門の視点に立って分析を進めた。8 月には
北海道生命倫理研究夏期セミナーにおいて、
船木は、自立した自由な生活スタイルの享受
だけではなく、現実の受容が独居高齢者には
重要であることを報告した。旗手は、独居高
齢者をサポートする介護保険制度の仕組みに
ついて報告した。10 月に、船木が第 26 回日
本生命倫理学会年次大会においてそれまでの
研究成果を報告した。会員からは都市と農村
との違い、年齢を通じた自立支援のあり方の
違いなど貴重な批判的指摘を得ることができ
た。その後、共同研究者間で逐語録を再度読
み返し、さらに分析結果を精査した。その結
果、独居高齢者は、自己との関係、及び他者
との関係において紆余曲折を経たプロセスを
歩んでいるとの重要な認識に至った。前者に
おいては、一人暮らしのとらえ方、楽しみや
生きがいを見出すための姿勢、辛い時期を乗
り越えるための姿勢、過去を振り返ること、
自分の性格を分析することにおいて様々な工
夫が認められた。後者においては、支えとな
る存在をもつこと、人に必要とされることへ
の試行錯誤が認められた。 
 平成 27 年度は、それまでの研究の集大成の
年として、研究成果を医療者、研究者及び市
民に発信することを目指した。7 月、船木と
旗手は北海道生命倫理研究会第 7 回セミナー
において、「老いとともに生きるために」とい
う演題で研究報告した。8 月、船木は、釧路
国際生命倫理サマースクール＆ラウンドテー
ブル実行委員会主催の市民向け公開シンポジ
ウム「老いを考える―高齢者医療・福祉の問
題―」を企画し、報告した。11 月、船木は第
12 回札幌市東区北区内科臨床談話会におけ

る招待講演において、「老いを考える―慢性疾
患と高齢者医療・福祉」という演題で報告し
た。11 月、船木は第 21 回日本臨床死生学会
大会シンポジウム「遺された人と『悲しみ』
を分かち合うために」において、パネリスト
として、死別に苦しむ一人暮らし高齢者を支
える社会について報告した。11 月、本研究グ
ループは第 27 回日本生命倫理学会年次大会
において、シンポジウム「独居高齢者問題に
関する哲学、倫理学的、社会学的、法学的考
察」を企画した。粟屋を座長とし、パネリス
トとして船木は「人間存在の両面としての自
立と依存」、山本は「豪雪地域に暮らす高齢者
の生活空間と健康」、旗手は「介護保険制度お
よび認知症対策の概要と独居高齢者」という
演題で報告した。12 月、医療従事者及び市民
の参加を募り、北海道生命倫理研究会主催の
公開セミナー「老いとともに生きる社会」を
企画した。外部講師として留萌市立病院名誉
院長笹川裕に地域医療の現状に関する講演を
依頼した。また粟屋を座長、船木、旗手、山
本をパネリストとする研究報告「独居高齢者
問題を考える」を行った。その後の、パネル
ディスカッション、フロアディスカッション
は活発で有意義なものであった。 
(3) 海外での調査、及び学会報告 
 平成 26 年 7 月、船木はドイツの状況との比
較、及びドイツでの高齢者孤立化の状況の調
査のため、ドイツを訪問した。ビーレフェル
ト大学公衆衛生学講座 Kerstin Haemel 教授
からは、施設での孤独感、高齢者のボランテ
ィアなどの社会参加、老年教育の必要性など
の指摘があった。Mobarak Khan 講師への「バ
ングラデッシュの独居高齢者」についてのイ
ンタビューを通じて、独居高齢者が安心を得
るためには、移動の援助、経済的支援、精神
的支援など様々な側面からの援助が必要であ
るとの認識が得られた。トリーア大学心理学
講座 Sigrun-Heide Filipp 教授からは、老年
が先の見通しのしにくい時期であること、少
数でも親密な人間関係が重要であるといった
指摘を得ることができた。平成 27 年 3 月、
シカゴでのアメリカエイジング学会におい
て、2 年間の研究成果を報告した。山本はわ
が国の高齢者の現状・生活・QOL・幸福感に
ついて報告するとともに、学会参加を通じて、
老年社会学研究の最先端の知識を得ることが
できた。 
 平成 27 年度は、26 年度の海外での調査及
び学会報告をまとめた。10 月『北海道生命倫
理研究』特集号において、山本は、シカゴに
おけるアメリカエイジング学会での報告を
最新の老年学の観点からまとめた。船木は、
ドイツ及びバングラデシュの独居高齢者の
現状に関する調査インタビューの内容を翻
訳、及び解説した。 
 
４． 研究成果 
 
仕事がなくなり、家族と離れざるをえない



ような一人暮らしの状況を高齢者が受け入れ
るに至るには、自己との内面的な交渉、及び
他者との交渉を繰り返していく中で生み出さ
れるプロセスが必要であると考えられる。自
己との関係に関しては、【一人暮らしのとら
え方】、【楽しみや生きがいを見出すための
姿勢・行動】、【辛い時期を乗り越えるため
の姿勢・行動】、【生き抜いてこれた・やり
遂げた自信】、【自分に向き合う】というカ
テゴリーがある。一人暮らしを〔気を遣わな
くていい・自由でいい〕と考え、自由な自立
した生活に解放感とともに抵抗感なく入って
いける高齢者もいれば、それを〔何でも自分
でやらないといけない〕ものとして達成すべ
き課業ととらえ、そのプロセスに時間と努力
を要する高齢者もいる。高齢者は、一人暮ら
し生活の時間が経過した後にも、不安感を抱
えて生活を送っている。そうした中、前向き
に〔きょう一日を楽しく生きる〕と自分に言
いきかせたり、〔退屈しのぎ〕をしたり、趣
味などを通じて〔生きている実感〕をもとう
としたりすることで、日々の生活を乗り切っ
ている。家族を喪失して突然一人暮らしにな
ったときには、〔一日一日を大事に生きる〕
といった真剣な気持ちをもつことで、そのよ
うな時期を乗り越えようとしている。そして、
〔気持ちの整理をする〕ことができるように
日記をつけることなどをしながら、辛い気持
ちを抑えている。また、過去を振り返りなが
ら、〔苦労して今がある〕と解釈することで、
苦労した経験を現在の生活の肥やしにした
り、〔大きな仕事を任された〕記憶を一人暮
らし生活を送るうえでの自信にしている高齢
者がいる。また、自分の生い立ちから、もと
もと〔孤独には慣れていた〕と考え、自分の
性格を一人暮らしに順応しやすいものである
と分析したり、〔あまり物事を深刻に受けと
めない〕自分の性格が一人暮らし生活を送る
うえで役に立っていると考える高齢者もい
る。 
独居高齢者はこのような自己との内面的交

渉だけではなく、一人暮らし生活を日々送っ
ていくうえで、周囲との絶え間ない交渉を試
みている。この他者との関係に関しては、【支
えとなる存在】と【人に必要される存在であ
ること】というカテゴリーがある。独居高齢
者は、〔ばあちゃんの存在〕のような自分の
身近にいてくれた人をモデルとして模倣した
り、気兼ねなく何でも言い合えるような〔気
心の知れた間柄〕に居心地よさを覚えたり、
〔同じ境遇の人〕と理解し合える関係を築い
たりしている。また、他者に支えてもらう関
係性だけではなく、〔人に喜んでもらう〕こ
とに満足感をもったり、〔人の役に立ちたい〕
という気持ちも独居高齢者には認められる。 
以上のような、自己との交渉、及び他者と交
渉を通じて、高齢者がひとり暮らしの状況と
折り合いをつけ、前向きに生きていくプロセ
スを見守るには、独居高齢者を自立した生活
に促すだけではなく、その傷つきやすい状況

に理解を示す必要があると考える。 
今回の調査研究は、札幌市の都市部と留萌

市の中でも非市街地在住の研究参加者を対
象にしたものであったが、都市部と農村地域
の相違を明らかにするまでには至らなかっ
た。また、独居年数平均も 17.2 年と長く、独
居年数の少ない高齢者の抱える問題を浮き
上がらせるものとはならなかった。今後、都
市部と農村地域との比較のため調査範囲を
拡げることによって、独居高齢者の置かれて
いるそれぞれの地域特有の状況や、独居生活
の日が浅い高齢者の状況を検討していくこ
とが課題である。 
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